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ケアマネジャーのつとめ　－ 暮らしのサポート－ 高茶屋居宅支援事業兼
つまちなか居宅事業

島田　美麻施設長
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平素より皆様には社会福祉法人洗心
福祉会の事業運営にご 理解とご 協力
を賜り、厚くお礼申し上げます。
当法人には9つの居宅支援事業所があ
り、約40名のケアマネジャーが在籍し
ています。
介護支援専門員（ケアマネジャー）は要
介護又は要支援の認定を受けた方か
らの相談や 、心身の状況に応じて、必
要なサービス（訪問介護、通所リハビ
リ、福祉用具貸与など）を受けられるよ
うにケアプラン（介護サービス等の提
供についての計画）の作成や市町村・
サービス事業者・施設、医療機関等と
の連絡調整を行なっています。
ご本人やご家族の話を聞かせて頂き、
その方らしく生活していくために、過不
足なく適切な医療・介護サービスが利
用できるよう調 整していくので す が 、

「過不足なく、適切」というのはとても難

しく、ご本人の考え、ご家族それぞれの
思い、心身の状況、経済状況、住環境、
地域との関係など、様々なことを考え
合わせながら支援にあたることが必要
となります。ケアマネジャーに求められ
る知識は多岐にわたり、資格取得後も
新しい制度や 知識を習得 する自己研
鑽も必要となります。もちろん、知識だ
けでなく、コミュニケーション力や柔軟
な対応力も欠かせません。自分の気持
ちをうまく表現することが出来ない方
の表情やしぐさから、想いを想像する
力も必要となります。
以前に比べ、介護サービスを利用する
ことが当たり前の世の中になったとは
いえ、まだまだ自分や 家族のことを他
人に相談することに躊躇される方はた
くさん見えます。ご利用者やご家族か
ら、相談しようと思いながらついつい先
延ばしにしていた、今日は思い切って

連絡をしてよかった、と言っていただく
ことがあります。とても嬉しく思う反面、
これまで悩まれて過ごされた日々を思
うと切ない気持ちにもなります。もっと
気軽に相談できる、身近な居宅介護支
援事業所にならなければと思います。
今後も、介護保険や福祉サービスを活
用しながらご本人が望む当たり前の生
活を送ることができるように、ご本人を
中心として関係者と共に歩みを進めて
いきたいと思います。もちろん、ケアマ
ネジャー個人のスキルには限界があり
ます。それぞれの立場で専門性を発揮
し、スキルを補い合うためにチームが
あります。法人内外のサービス支援事
業所はもちろんですが、県・市町村の
関係機関、医療機関、地域の方々との
協同・連携も重要かつ不可欠で、私た
ちケアマネジャーはその架け橋として
なれるよう今後もつとめていきます。

当法人は、令和５年度から三重県伊勢市小俣町にある三重県立明野高等学校

の非常勤講師を担っています。

本校は４つの学科で構成されており、そのひとつに福祉科があります。福祉科

では、３年間で社会福祉や介護の知識、技術を学習し、保育園や障がい者及

び高齢者施設などでの実習を通じて、各資格の取得のほか卒業後の福祉現場

での活躍や福祉・医療系への進学等様々な道を進んでいます。

令和６年度は１年生３７名を対象に１年間を通して、同市二見町で運営するふ

たみシルバーケア豊壽園の上野統括リーダーが福祉科の「生活支援技術」を

担当します。

 “ 生活とは ” 人が生きるために必要な活動のことであり、私たちの生活の基盤

です。

介護の役割のひとつである生活支援は、介護や支援が必要な方の意志を尊重

し、その方が望む暮らしを支えることを言います。まさに、福祉の基本的考え

と姿勢となります。

明野高等学校の生徒の皆様は、それぞれの将来の夢や目標に向かって日々学

んでいます。

そんな未来を担う福祉人財との関わりは、法人職員としても学びの機会と捉え

ています。こうした貴重な機会を通じて、共に成長していきたいと思います。

～共に学ぶ～
三重県立明野高等学校福祉科　ふたみシルバーケア豊壽園
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法人が運営する保育園では、 5 歳児の 1 年間の取り組みのひとつとして「体操教室」があります。

県内 7 か所で開講する『相好体操クラブ』の担当スタッフによる訪問型体操教室で、担当スタッフの数多くが現役

選手であったり、国内のトップレベルの試合出場の実績もある先生たちとなります。また、競技力や体力向上はも

ちろんのこと礼儀や協調性、集団行動、忍耐力などを育めるように同時に指導していただけます。

新年度を迎えてこの体操教室の参加を楽しみにしていた子どもたち。法人内の全ての保育園で実施される中、志摩

市で運営する『しまの杜保育園』では、新年度を迎える中、４月２３日より体操教室がスタートしました。参加を楽

しみにしていた子どもたちは、法人専用バスを利用し、グループ法人の「しまの杜こども園」にて体操教室に参加

します。

初回はあいにくの天候となりましたが、傘をさしながらバスへ乗り込みいざ出発！

『しまの杜こども園』までの僅かな道のりも、バスの走行や車窓からの景観など、子どもたちの興味を引く体験が多く、

子どもたちのテンションも上がります。

体操教室は、相好体操クラブの担当スタッフと子どもたちの元気な挨拶から始まります。先生からの「1.2.3.4」の

かけ声に合わせ、子どもたちも「5.6.7.8」とつづき発声と柔軟体操を行います。身体を十分に温めた後は、ブリッ

ジや背倒立、バランス運動など様々な技に挑戦していきます。体操教室の終了時には、開始同様礼儀正しい挨拶

や作法はもちろん欠かせません。

当初は、初めての活動に少し緊張気味の子どもたちもいましたが、体操教室を終えて「楽しかった」「次はいつ？」

といった会話が聞こえてくるほどでした。体操教室を通して得られる様々な学びは、これからの子どもたちの成長に

とって貴重なものと感じています。私たちは、これからも子どもたちの健やかな成長に向け、様々な取り組みを実

践していきます。

新しい地域の拠点として　杜のテラス 体操教室はじめました　保育事業部「しまの杜保育園」

今後の運営はもちろんですが、同市内で運営する

ふたみシル バーケア豊壽園の各専門職による健康

教室やカフェの開催など、地域の皆様の健康づくり

や 生涯学習など楽しみながら取り組めるイベントを

杜のテラスを舞台に展開していきます。

先日リニューアルオープンを迎えた いせの杜保育園内には、地域

と共 に育 む 交 流の場として、地 域 交 流スペース『杜のテラス』を

設けています。

令和６年４月１９日（金）に竣工後初の地域開放と交流を目的とし

たイベントを行いました。地域住民の皆様といせの杜保育園に通う

園児たちとの新園舎の見学会や、子どもたちによる元気いっぱ い

の体操や 保育士によるパネルシアターの披露、テラスでの珈琲タ

イム等、地域の皆様との交流を通した深い関わりを育むことができ

ました。
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令和６年３月より、甲賀シルバーケア豊壽園において外国人技能実習生を受入れしてから、早３か月の月日が経過いたし
ました。
彼女たちは毎日寮から職場まで片道 1.5 ㎞自転車で通っています。
日本に来た 3月は真冬のように何度も雪が吹雪いていました。５月はがらりとかわって夏を思わせる日差しでした。
日本の生活にも少しずつ慣れてきたところですが、一度も体調を崩さずに仕事に励まれている姿は、周りの職員も感化さ
れます。

最初は自転車に乗るところから始め、一緒に買い物に行き、バスや電車の乗り方まで練習しました。今では二人だけで
大阪まで遊びにいけるようになりました。職場ではご入居者と一緒にたこ焼き作りや新茶を味わい、日本文化を楽しむ一
方で、ミャンマーの文化や食べ物を楽しませていただくなど、新たな取り組みの機会にもなっています。

思いを馳せて ‐外国人技能実習生‐ 続編　甲賀シルバーケア豊壽園

各事業所単位で操作や機能の説明会を行い、所属する一人ひとりの職員が理解を深め、導入効果が得られるよう

取り組みました。DX 化に苦手意識をもつ職員も、次第にその操作に慣れつつあります。様々な課題や解決すべき

事項はありますが、一つひとつ仲間と研鑽しながら取り組んでいます。

また、記録業務の効率化だけでなく、ペーパーレス化や業務の標準化を図ることができます。時間効率が得られる

ことで、日々のご利用者と関わる機会を増やすことができます。こうした取り組みは、私たちが働く環境も大きく改

善されることになります。職員の働きやすい環境づくりが魅力ある福祉の発信にもつながります。これからも DX 化

による取り組みを通して、ご利用者への支援の充実を目指して取り組んでいきます。

福祉 DX の推進　障がい事業部

洗心福祉会では業務改善、業務の効率化を図るべく、DX（デジタルトランスフォーメーション）化をすすめております。

障がい事業部でもDX 化に伴い、支援に係る業務の記録についての効率化と簡素化、標準化を図っています。

今回のシステムの導入にあたり、法人内にプロジェクトチームを発足。伊賀市で運営する障がい支援サービスの工

房楽々あやま、きらめき工房いが、きらめき工房あおやまの 3 事業所において進めてまいりました。

3 か月たった彼女たちに
いくつか質問をしてみました !

はい、慣れました。

自分でつくっています。

Q1. 日本での生活は慣れましたか？

Ｑ２. お食事はどうされていますか？

Ｑ３. お休みの日は何をされますか？ だいたい同じです。携帯電話で
韓国や日本のドラマをみています。

ご飯をつくって、おかずは炒め
ものが多いです。辛ラーメンは
好きで買います。時 カ々ップラー
メン、辛ラーメンを食べます。

私もだいたい慣れました。

Ｑ4.どこかに行かれましたか？

ニンヌイーヌイーナインさん チュチュティンさん

買い物をして、
お部屋の掃除をします。

ＧＵとしまむらにいきました。服を
５個 “ 着 ” かいました。セリアも
いきました。一緒に働いている職
員さんにあいましたよ。声をかけ
てもらえてうれしかったです。

水口へバスでいきました。
乗り放題券を買ってバスに
のりました。


